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　めがればばで’
　ら’たすなは第
　れ計もるら’二
　な画の程なたの
　い的で’いし点
　のなあごよかに
　でエるのうにつ
　はコとよで回い
　なノはうあ収て
b　いミ限なる、期は
　かッら投が間’
　　’クな資’の問
　と・い形私短．題
　いホか態たいが
　うりらのち投残

94



中国で見たり感じたりしたこと

　ひそ式のと令　　　　　な物こしいて六る自将で　り漢海撫
　うれの侮はにご　　に質のえく’位こ分来完’鉄章順
　がぞ思辱’服の一，s’よ的一た度日まとのに成さ鋼華人

　つ点はるつめ躍長異上のどさO上。し’も武’工工
　たに’°たら進を的にうがれ0げこてすの漢解場廠
　期おまロ見れ6支な立ち’た万るの限ばで鉄放なと
／

馨叢盃購塗

　　、

なをへの実水きの信欲か　もれ漢
うつ展らしま紡ちもな’、識とあ鉄
うこ望づえで績につ構いでしる公
かとをけな引部’て想ずはて゜司Q

がきとかき門鋼いをれ考つそ’
　でりなっ上は鉄るものえくのさ
　きひつたげ’のこつ工らりうら
．たらて長’そ生とて場れ上ちに

　ときい江さの産はいになげ棉は
　い’る大ら設高注るおいた紡公
　う確よ橋に備を目゜い程も工私
　こ固うを’に世にさてのの廠共
　とただ完過お界値らも速でや営
　はるQ成去い第すに’度あ武上　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 、

一 対て義　で術うら企の下て働工自行よにの　てし化
様し’のぞあ水’に業副のは者場分動うよ労今’かし
なてど完うろ準い’が工存いは労のをにつ働日人もう
も’の成だうをま働労場在な’働も’なて者の間’る
のど程にか゜引まけ働長にい帝者のそら革が条の、そか
でれ度向ら　　　　　　きでば大がすで国かだのな新生件意のと
あ程につと
る積実てい
と極践のつ
は的的一て
考にに継’
えなう続決
らりけ革し
れうと命て
なるめL全
いかてにて゜

とい対の
ぞいるし労
ううのて働
でこか’者
あと　’三’
るに或つ職
かおいの員
らいは赤が
こて’旗’
そ’労に社’

全働対会
こてにし主
　、
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上経’衆’ぎ’主らと根け・産を志よい
げ験その私な言義聞い底れ改に積1うう’

しれ手たか語’いうにば良対極行な点
生えに許ちつに官た強おな運す的動条を
産な応ににた絶僚話烈いら動るにか件無
意かじと語のす資でなてなに意高ら’視
欲つてりつでる本は意規い能欲い独あし
をた自返たあ不に’識制゜動を水立るて
かよ分さよる当よ解でしそ的高準しい組
りうのれう・Qなつ放あてのにめにてはみ
たな生てに武搾て前ろい場加’引規’立
て展活き’漢取’にうる合わ労き定そて
る望がた人鋼の人はQの’り一働上さのら
原”と間鉄対間’少は中う力げれ将れ
動こひい性公象と中く’国るのるる来う’
力れらうが司どし国とやのだ質たものる
とこけあとのさてのもは労けをめの変も
もそるのり労れあ大’り働の高にで化の
い自の感も働’つ多私’者力めはははで
う己だ動ど者機か数た企たをる’な’は
べのと’さ上械わのち業ちもこ個い決な
き技いされり以れ労ががのつと々°しい
　　　　、　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O
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　　　がと消うのるのかで意こ管者とて経ど「　にご
醇任1露力堪圭紫沓鐸銑縷禽盤禁禿

　　　いうい働つしてはで基あであ営：コだらそ中準

　　　　　　　　　　　　　　　、

Q
尚
い
組
織
的
な

活
動
カミ

不
可
欠
な
も

の

把　大態変のはる　の専なの例のが差　でま金約の以
握中なや化具’に労当断年格に差’が私あわ増一間来
す国阻賃し体縮し働然に功差とは三小たるつ加％に’
る人止金な的小た者のま序はつ’三さちこて率と全年
こ民的体けなしがの帰か列’て約・いがとみをい国率
との要系れ表てつ意結さ賃三も三五と’もるあう小平
は平因がば現いて識でれ金・’・元い注確こらこ売均
→均と硬なでく’があては七労五’う目しとわと物六
生的な直らあの賃昂るは’に働倍八こせかにしか価・
活なる化なるで金揚゜い問す者に級とざめよてらの五
水生かすい賃は水し
準活られζ金な準’L 水でばと形いの生
の準あ、は態だ全産
合がるそもはろ般意
理’°れち’う的欲
的ど
なの
測程
定度
その
のも
もの
ので
があ
因る
難か
でを

はろ経かなが’

ん済゜上高
経でのい昇ま
済あ発わをり
のる展ゆ通’
発゜段るし生
展も階按て産
にしに労’力
対’応原賃が
し賃じ則金上
て金てや格昇
重形’そ差す

な題ぎ聞す賃でるるつい’年％
いになのぎ金あをこてる貨平の
こない格ながるえと’こ幣均割
とら゜差い’Qなが現と賃上合
はな男は゜一藩かで在を金昇を’

い女’さ一陽つきの知上率も
プ゜間三ら七重たた平り昇（つ
ロ能の．°に元型の゜均う率一て
レ力格工’で機は
タ評差場北あ所’
リ価は長京．る廠労
アがなを第かで働
i’い入二らは者
ト管しれ紡”間
民理、て績そ一uの
主部日も工の級賃
主門本’場上賃金
義の的こを下金格

賃るが九上
金゜大五昇
がさ体三し’

らの年て
六にと～き
0’こ五た
～各ろ八こ
七工実年と
O場質）’
元を賃はこ
　　　、
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がこ病
紹と院
介が．’
さで種
れき々
てたの
いQ文
る中化

゜ 国宮’
いの　、
ま住教
1

ま宅育
で計施’

画設

にさ私　　　　　　　　　注準うらし接こい日七あ
つらたれ比国こ意差在意をこ不かにのつ本Oるいにちる重で（3＞の味が（2）が（1）しかと可し比こたに元と
てははこがは生よを小日’生ななに能’較ととおとい
は住’と大’活うもさ本解活けりなでこすかこけいう’

宅各はき教水なついと放水れ下るあのるらうるう理
すな地’い育準こてよは後準ば廻がる方こ何で企平由
でど域ま゜’のとくう異一となつ’°法とも’業均も
にをでちし文測はるでな二いらてそだもがの日平賃あ
多十’がか化定’があつ年つないれか’でを本均金つ
く分最いも’にあ’るてとたいるにら中きもと賃はて
のに新な’福あま所か’い問のこよ’国れい中金”
こ見式い経利たり得ら賃う題はとれ印にばい国が日決
とるの゜済厚つ意格’金こに’はば象お’えの二本し

発生て味差生格とな次否’にけ近な生　 円て
展な’をが活差がるの定日もる似い計二に容
とど日も’のか’とよさ本と統的゜費0し易
との本ち拡平ら重’うれのづ計な一の0てな
も公のえ大均判要解なな平くが比人比0一も
に共場な傾水、断な放点い均大’較当較円Oの’

的合い向準す制前で゜的ざ完はりが（’で
こなとQにとる約とあし労つ成可のな昭五は
の部は
面分異
がのな
充占り
実め’
さる中

あい限条のるか働ぱし能消さ和0な
るうり件比Qし者なてで費れ三〇い
日こ’と較　

’

の比いあ物な四円゜　，
本と所なや　こ生較なろ量い年で例
でが得る’　ご活というを限）あえ
は’格゜現　で水いかQ直りとりば、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　、　　 、

活い上るいら力こ賃のケ路
様な昇゜°’がか金成年線
式くがしそ社’らの長計は
な期’たれ会一も上率画’
り待生がは主層’昇にの基
生一さ産つ　’義強第率よ期本
活れ財て将社化二がく間的
水う部’来会さ次’照中な
準る門年にでれ五国応にも
の゜ををおはたケ民しおの
実今中経け’の年所ていで
体回心過る高で計得いてあ

のとす生蓄は画成たはる　さ社へな万れれなげになま
訪する活積な中長゜’°高れ会のい人ばて感ら博アと
中ると水そいの率し平一蓄る主基゜が’いじれ年パも
に高と準れか重をか均九積必義本工古こくがてを1な
よ蓄もの・自と工はし賃五1要の投業いので’い追ト家
つ積に向体推業る’金三高がそ資化住よあしるうがに
ての’上が察部か五の年成’れがが宅うろな゜ご提住
把成生を’さ門に八上～長でぞ’進になうい生と供む
握果活保目れを下年昇五iてれ増み住住Qで活にさご
でと水証的る中廻～率七重くの大’ん宅そも感建れと
きし準すで゜心つ五は年工る発す労でにれな覚築’が
たてのるはしとて九’の業で展る働い九にいよ様陸で
人’加もあかしい年国第化あ段こ者る二も゜り式あき
民ま速のりしたるで民一とろ階と数と万まこもがげな
のち度でえな蓄゜は所次いうのとがい人しの’改のか
生がなあなが積こ’得五う゜要な増うをてよ住善成つ
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請ろ加事収　5宅さ果た
にうす実容例なのれが水
し゜るにでえず方’あ上
た教に注きばれが住げ生
が育し目た’も先宅ら活
つ施たしが上’走のれ者
て設がな’海いつ質てに’

につけま市つてがいも
なおてれだをれい’る　’
おい’ば一例解る引Q近
充て住な0に消よきさ代
実も宅ら○とさう上ら的
　、
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業然中いのもさ　はれにくテ農なにさのし
博的国る危のれ最ななよるン業る応れ段て現

や敗らださりる中ら”は緩産し農しはと中

覧あのよりてはめ　こンるばえ化’工力過業

はの主解国れ凶て　長一民あ程ン上の昇はが
’ 主義説のを作’　期時にる大ポげテ率な’
　　　　　　　　　に的過がきがらンにい経こ張国が屋契は種
のもに圧台機’々　わに重’い’れポエ゜済
困なお倒骨と人の　たはな経もそなを業一発
　　　　　　　　　つ引負済のれく早化般展難さい的がし民臆

態い’いく民制じ　続げ押にれのなた合経キ
　　　　　　　　　しらしゆば段らめが済レがる農○ゆ公度り
　　　　　　　　　うれつが’階なに’発スはQ業こす社にの
っ北政こぶは起解　るるけみ工にいは強展腱
　　　　　　　　　　　　　　　　　くのをき京策から’因説　もかるが業おこ’
　　　　　　　　　のもこで化けとそ制初形りのはられ崩すが
と農必’て壊るな　でしとてのるにれ約期成

ろは
う　’
° 恐、

　ら
　く
　数
　年
　後
　に
　お
　い
　て　．
　犠

　も
　は
　や
　適
　用
　さ
　れ
　え
　な
　い
　も
　の
　と
　な

．魅らけそうで複経決順に0き　決い社の　とば人越示
） だれれけ’雑過定調よ種た私意なのでもに’口えさ
は゜ばにる完なが的でれ類゜はをい力あちなご増たれ

　’こな至゜成起’なあばの北’もしでりうるの加もて
実のらる決に伏事役っ’野京訪つ’あ’ん゜人量のい
に公な過し向が後割たこ菜西中てこるそ’　口はとる
厳社い程てつ消的をらのを北期いのとの中　増約推゜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　加三定昨しに世にそてさに果し公栽部間るよの災国
いお紀おの’れ説しい社培の中よう立害の　分0さ年
もいのいよ終て明た゜でし四にうな場が人　に0れの
のて創てう始しさこしはて季’だ困を最々　当0る農
でも造動な’まれとか’い青た゜難と小は　る万゜業
あ’的1こ円いるがも互る人だ　はつ限’　部と五生
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　分い七産つ昨作反と滑’場”助も民一　必て度今
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のわ年高た年業動はに何合強こ組の公度　らいに度
らのとの’事らに調こかで社’　ずるくの　食れかは
し自い無あ態のはさでらあで人　克しい凶　料るら’
い然わ数りが矛’れは公るあ民　服’と作　がか六一゜

災れのえ進盾どた’社゜る公　でこめは　不ら〇九
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　足’年五人害る波な展’う゜下に私Q社　きのら’
民（・べをいし対したか至たこを　る結れ自　し機ま七
公二き’°た立てだらるちの訪　と果た然　て械で年
社四もく人よもも’のまが公れ　いにの災　い的のの
がOのぐ民うお’こ大で受社る　う失は害　るに三水
成日でり公なこその衆のけはこ　不望’に　と計ケ準
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い算年を立間あぬ社印らのよ運経た’と　　　　　　　　　　　　　　　退し人よ
しのるけは象な間う動過説約が　転て民る　うす間や
て旱かな’をいのながが明八で　のは公為　これのや
　　　　　　　　　、　　

、
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キいて点九に機一るな陵術月私一いた　れこ社とばい
ロわ’に六「械南も中ダL間た九ため事なれののかた
のれまお八小化水の国ムとにち五よの』実けか生こりか
地てだい年解計北でのをよわも七う三’れら産とから
域いまてに決画調は領見くた’年で化塾ば先力で’こ

ト四の一解’一画゜らしら投一五゜i業な間昇た年こ
多書璽磐塗擁揚三笹㌶繍離腸喜ε総
タ入遂なを以九の大自’いれ成に化化会のたるか一難
士墨懲機響廷1灘鷲盈髭㌦凝ぞ藷紮西叢
七社れ化と’起がな試○のとして例利’で’のこ九小
台でながいそさ”練万でにて’9化農あ多基の倍限

’ はけ完わのれ実徹は平あよ’一計’業つ大礎人の度
灌’れ成れ「て施底’方るつ八大画機生たな条民実に
海i東ばさて中いさ的決キがて七力的械産Q労件公績く
用西なれい解るれなしロ）（○ン集化を　　　　　　　　　　　　　　　　　　　働を社をい
機七らるる決Qな水てメ完い万パ中1飛　力完のあと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と成説げめ械・なと゜Lそけ利容1成わ人二性が躍
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　資さ明るる三五いいしをしれ計易トしゆのアに最的
0キ仕うか’てば画にルたる労がしもに

う六とつ時一内゜ばう大三戦ケた’てる
　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　o

源ぜにここ
がるよとと’

たれがが
投めばでで
，入に’きき
さは公たた
　、

　　　　　　　　　件農にご造と中のこ小生に　れの適起高とはて公ろ
規さ級の高い社うもが業適とには国もの路産かこるで
模れ合こ級なの゜ちつ戦合で限’にのよ的性かの段あ
とて作と合い運人ろく線しあつこおでうなにつ機階る
のい社で作よ営民んりでうるたこいあな矛よて械のか
間るのあ社う規公”上のる゜場でてつ矛盾つい化もら

いでで’もる定成よれがのておする断’　　　　　　　　　　　　　　　　　　つかし行あの
ちあはそ高゜款立うる約組’ける位定人つなか度ろ機
がる起れいこにしなご束織将るま置し間かりも合う械
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’は゜化い゜らと生のあて過とさ形来人ではてのつ強
が生なと産公たか程でれ態に民も’も力てく工’　の
惹産かも力社るらもあ一’とお公なごよにい制業一
起上つにをのよ”ろ土ない社いのいよる約化に
さのた経あ三うま決う地るての゜よでつよさのか
れ最複営げケなだし゜の’では今たうあてうれ度か
な適雑地う年も三て　全あ’日だなろ’だて合つ
　　　　　　　　　　人ろ農の’狭う組Qいがてい規な域るのの年単
よ模管がと経）し純　民う業地以隆゜織人る”
　　　　　　　　　　的゜の位上な入的民わ現工うと理広の験もかな
　　　　　　　　　　所こ大をはも民に公け在業に経上く確で’立も’

営のな信はまつの、有の規示’の公解社だの部
管管問つを’だてで　へよ模し経で社決は゜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と門
　　　　　　　　　　のうなた済はがす’一この理理題たも人作いは
　　　　　　　　　　移に機ま循な現るま種ろ発技上がたち民成なな
術の’めえ公さいい　行し械で環い在たさの農展
の最提にた社れQだ　条て化の構このめに袋業力
　　　、
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いの進うるこ労要はたてしいのる働て将のなかあつ
領婦み立こと働ななめいう゜休分　’過来か分らるの

　　　　　　　　　　　　　　　　、

とて工あをる生もい解し働ち乳　　　も　るこ組の向
いも業る確と産つも消めにがのあ　　’中べのみ問上

じ生時るつてこもろののが急を女　　なさ
ご産間もてまとつう手よ’速別性教いに
も的ののこたにて゜段う積にとが去でこ
る労短でそ’よいこでな極社す進目　あの
と働縮あは婦つるのあ現的会れ出
いのがるじ人てよ面る実に化ばし
う場日゜めが’うもとを確さ’て
よか程して労人だ否解’立、れ労い
うらにた’働間゜定釈たさつ働る
な排のが真にのそですだれつ条゜
こ除ぽつの参結れぎれ単’あ件出
とさりて女加合はなばに内るは産
はれう　’性し関’い”容Q’休’

てるた解’係生でそ労的家あ暇
あ’段と放経を活あれ働に庭ま八
り再階えが済変のろは力も婦り週
えびに中可的化中う　’不充X人男問、
な家お国能基さ心が正足実が性や
い事いので盤せに’しをせ労と哺

ろ人
う民
゜

公
　社
　に
　か
　か
　つ
　て
　い
　る
　と
　い
　つ
　て

をい公課
将る社題『
来゜のと
に農分な
わ民配う
た意制う
つ識度゜
て　’はさ
ど生賃ら
の産金に
よ性制’
うとと分
にの現配
発関物制
展連給度
さに与に
せお制つ
らいとい
れてのて
　、

お労形めにの分指　’日多問るしでらあ　’つい
か働成ら技一野導婦時数しといはれる教くて
れ者しれ術つの者人ががたい゜’なてと育りも
よが’よ’の業も’必一際う労いいさは出’
う新労う管あ務直教要致に根働Qるれ’す同
とし働と理らを接員とし知本のさQてプこ様．
しいのし’わ労的’さてり的価らもいロとで
て社価て全れ働な学れ’えな値にちるレにあ
い会値いてでと生生たこた課創Gろ゜タある
るを創るのあ結産だとのこ題造実ん大リる゜°

建造゜もるび労けのよとを性習’学アと教
し設性いの゜つ働でこうで果をLこを1　　　　　　　　　　　　　　　　　　’育
たすがわのこけにはとなあす体とれ例ト明の
がる’ば労のよ参なで認るた得いもにに確目
つ原な’働よう加いあ識がめしつ労と奉に的
て動に労とうとす゜るに’の’た働れ仕規は’

力に働のにしる軍゜到特も労狭力ばし定す
政ともが結してこ人　達にの働いの二労さぐ
治しま社びていとも　し文で者目不力働れれ
もてし会つ’るを官　う化あと的足月どてた
” て体き生゜通吏　る系るののをの結い社
こ中高系が活下しも　まの゜連も補集合る会
の心くの”放”　 で教武帯のう中さ゜主

的評基よ教運そ政　に官漢感でた労れし義　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きつしの
な価底り育動れ府たはた大情もめ働るたの教なててで
地さ部一’もぞ’だ多ち学をなのがべが戦育い’いは
位れ分層さ’れ党単くのを強いも課きつ士に゜中るな
に　、　　を強らそののにの大訪めらのせでてをつ　国役い
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中国で見たり感じたりしたこと

　　　　　　　　　　　　もあん論生こと　でで視をたう一る続を身
くらHきとだ私あきす絶ちと点重い見の私
ま気一とがつたるなる対のしの力たる手た
でど矛偲でたち゜いいに胸たあをもこ許ち
もつ盾ぶきQはこ゜わ信も人かものとには’

た論これも’こそゆ頼と々りつでがと’
実とLとばつ廷かこるしにのをたあでり中
践こなが’と安らに知な響魂ともるきか国
のうどで蓼もにはあ的けくのものかたえ各
指ものき蓼’行’るエれこ叫すで’°す地
針な有たた時く変のりばとびこあいあたに
とい名でる期こ革は1なかがとるからめお
し構なあ荒がとの’トら゜’にかにたのい
てえ論ろ地よが論一たな未今よを残め長て
かを文うかすで理切ちい来日つ知酷てい’
か低をQらぎきはのは゜をにてりな’期労
れく書毛’たた’も’大信お’　　　　　　　　　　　　　　えもそ間働
たしき沢革゜°組の未衆ずい未たののにの
もた上東命もこみに来をるて来゜で暗わ価
の大げはのしれ立対を愚たものぞあいた値
で衆た・断冬はてすつ鈍め’展しり夜る創
あ的Q，面に’らるきなにい望て’が解造
るなことをで意れ懐つもはかを’人’放力

問では「とかあも念こし衆粛ひな圧にい働
のあ’実生けるなだとてのにらか殺長の者
価るな践きるこいけが蔑力私こですく跡自
　O　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　、
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雄　でなのいら支すとをたつれで年う離　　　　　　　　　　　　　　　　　　柄も値
大中き時もるれ配るい忘ちててああにれもでのを
な国た間の゜て’闘うれはみいるるな’しあでそ
創は゜のをそい国いわえAるるL席れ一’るあれ
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ろや激いよ構でい安値（い→’ののいか実
がはし゜るえあ人作す開い世そ特よわど践
りりいこ国はろ々風る高’界れ権うなう的
のこ気この’うのを内建同をは的なけかで
なち慨に支一゜み学容「時動そな社れであ
からも「配枚しがべを過にかの官会ば判る
でにさ自に岩た’Lも去老す社僚にな断か’

きる由対のが今とつと人も会のおらす否
切てこLしよつ日呼て未とののこいなるか
実’とのてうてのびい来官は崩まてい人で
な過な限はな’中かるの吏’壊さ’Qには
も去が界’固こ国けよ国’若をばそ
のからが一さのの合う々高く意きの
とら’は寸で栄栄つだし官て味に政
し未そつのあ光光て゜’を’すよ治
て来のき妥るをのい今そ批無るつが
とに意り協Qけたる日の難名Qて労
らか味との人がめ゜’意しの毛決働
えけす設余にすに革中味た’沢め者
るてる定地よ勢生命国はと貧東ら大
このとさもる力ぎのの’伝しがれ衆
と広これ認入にう精青味えい’ゐか
が大うてめの対る神年わら人昨よら
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